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撃 方 …完 漉 琵 鶴 賢 哲認 温 競 禽諾鵠 瞥 蘭 症 及 び

緒 m

逗 ;ト 虚 血 円:.心 疾 患 . 心 頼 信 高 【仙 圧 工 ごて . r坤 -

.vrid;ltll(-1(- f･'i([.'jlL巨 1冠 f損 耗了､増 虹 ､∴ 一遇 トト ''七路 用 た

閉 塞 解 除 雄 の 腹 左監性 充 血 か ら, 冠 脇息管 予 磯 能 を 評 価 す る

二 七 が .式 1‥~.pi∵.･ナ工 ､::､卜 川 . T)iい1･Ⅰ･i山川 い l(､投 Ej-沃 (/1

臨 .射 た1.描 _:･_L一･::言 , (.i,(I血 lLT1-/鵜 串∴ー仁 i-､ノ1､1梢 . O･t=)(l)mLT

m互 を 魂分 間 で 静 注 す る 方 法 が 摺 い られ て お り, 実 際 に

'迂 帖 侶 表予 測 定 L~(:L､H t紺 下 卑′ト I t毒. ･Jj 洲 Tl .3

回 持 上昌 rL,.しき:, rl､1日いl:ltu､i'1比 言 . rL 的 ( ∴ -∴ 丁一打 十

る 局 所 血 流 鼠 の 変 化 を 反 映 して い る と い わ れ て お り, 罪

観 血 的 に 冠 血 流 豊 の 変 化 を み る こ と が で き る ¶ こ こで は ,

1)叩.Hlith m01日 ii･上 し '亘 tl廿日 .･美 等和 畑 :･棟 .i‖ ･ 沃 に

肥 太 塑 心 筋 症 及 び 高 血 圧 心 に お け る 本 法 に よ る冠 予備 能

･誓.∴ mTt 2回 投 jJ.･∴ 十 亘緑 ､JLL. 吏 ㌫ 酎 律 榊 ､tJfL-tT'､洲 Ti

t. 対 象 と 方 法

i, 実 験 的 検 討

fト ト 8--10転 し｢推 種 戊 ;･言 ･帖 ､潤 .一一~lOl. l･.r"llLrkLr

の 塩 酸 モル 奴 ネ 皮 下 注 に よ る 前 授 与 の 約 旦時 間 後 , ウ レ

混 食 液 且現 .5m眺 鍔 を 静 脈 投 阜 L学 食 磨 麻 酔 を 行 った t

呼 吸 は 気 管 内 チ ュ ---Jを 挿 管 後 学 空 幾 に て 調 節 呼 吸 と し,

動 脈 泊1血 液 ガ ス レベ ル は 平 常 範 囲 と し, また 窯 騒 動 温

木 で 卜∴ ∴ 休 渥 十維 持 した .

冠 潅 流 は 既 報 の ご と くま五㌔ 動 脈 血 を 大 腿 動 脈 の カ ニ ュ -

紅 カ ニ :3: -レは ぎ 非 開 胸 下 に 素 線 預 動 脈 よ り左 回 旋 枝

に 挿 入 す る も の で あ る ー 濯 流 回 路 をこ電 磁 流 選 評 ほ 春 光

･l~t貢 日射 l/11＼'-･31(10日 1､.,-,- '1~圭挿 }､そ. t恒 紺 )に 血

流 巌 を モ ニ タ - し記 館 した ｡ ま た 潅 流 圧 は か こ 二1-- レ内

控 か ら記 録 し, 右 大 腿 動 脈 - の カ テ - テ ル の 側 圧 か ら動

脈 圧 を 記 録 した 一 太 腿 静 脈 - の カ テ - テ ル を 右 房 をこ進 鍵),

中 心 静 脈 圧 を 記 録 した ｡ 遅 ら をこ体 表 面 心 電 図 を 装 着 し心

電 図 記 録 を 行 う一 方 予 心 魔 閲 を ト リガ - と した ダ ニ1メ ･--

A:-･j:∴､･心 拍 択 菅 上 を 記 録 し.,'-.

いit'.1!宜 l【Hi'lL､LT主 ＼∴ ;pも∴蟻 . I;I,Frj潤 しTll止 鉦 損 望潤 i

を 行 い , 解 除 直 後 をこ得 られ る 反 右転性 充 血 に お け る pe級転

筋漫ow を 記 録 した す この 反 応 は mow が comtyo日 直に 尿 --A)

た 時 点 で 繰 り返 して も, 再 現 性 を示 Lて い た･ 次 い で冠 血 流

量 が 前 値 に 森 L安 定 した 時 点 で き Di紺 Yid組m醸 膵 ･5m欝/

畳融 を 右 大 腿 静 脈 よ り 趨 分 間 か け て 注 入 し 注 入 終 ア

5分 後 を,こ啓 渡 反 応 性 充 血 の pe迅紺 髄 W を 記 録 した 中 盤

3tLl

eT玩 が さ ら をこ冠 ぬ 流 義 臣こ影 響 す る か 否 か を み る た め をこ,

5(塙 Lrl Nitrいト巾 でl､rill ノバ酎 ヰ汗 冊 き汗汗 --淀川 日没 Jj･I_ 潤

- 那 , 冠 血 管 拡 張 に よ る 冠 血 流 の 増 加 が あ る か 否 か を 検

討 し-/fJ. 測 定 (Lft:汗 ､ロ イL]+ 標 準 偏 差 二 大 ト ト 粧 1.十 ､打 (.]検

討 汗 t-ttlSt に ユ ..仁

ii. 臨 床 的 検 討

以 量こ殿 実 験 的 検 討 鞘 旗 警 部漫rm 心 筋 シ ソ チ グ ラ ブ ィ -

･:･,=巨 ､. 川 p_Vridこ川 1日lt･綻 .巨 :庸 TL流 増 加 し'欄 lr!il･･r:姑 fJ:iJJ

∴ 匪 詔 し上

対 象 は 肥 太 型 心 筋 症 潤 だ取離 旦3闘 争 高 血 圧 症 冊 甘さ

る 介 意喜CM 齢 診 断 は 厚 生 省 特 定 疾 患 特 発 性 心 筋 症 調 査 研

究 班 の r診 断 の 手 引 き｣ をこ従 い , 運 動 免 荷 却m 心 筋 シ

ン チ グ ラ フ で州 で mlTi の 取 り込 み 低 ~打を 示 し予 雨 分 布

を み と め 薮ニ7例 を 魚 群 と し, 運 動 負 荷 灘m 心 筋 シ ソ チ

グ ラ フ ィ- で 謝恩丁まの 取 り込 み 低 下 を 産毛き な か っ た 6例

を B群 と した , A 欝 の 且例 は 号 取 り込 み 低 下 を 示 した が

丙 骨 布 を み と め な か っ た 串 魚 群 は 男 性 転倒 , 女 性 且例 で

平 均 年 齢 格7± 漫り才 き 迅群 は す べ て 男 性 で 平 均 年 齢 48± 且望

渚 で あ る か 非 対 称 性 中 隔 肥 厚 を 示 した 屯の ぼ 鹿 野 で 6伊凱

B群 で 嶺例 で あ り, 心 嚢 部 肥 大 を 示 した も の は A サ 迅群

と も 息例 で あ っ 紅 護 た 魚 群 の 語例 をこ左 登 内 控 較 差 を み

と め た ｡ 冠 動 脈 造 影 は 風 解 の 6例 サ 迅群 の 趨例 で 施 行 L,

1日汀し'､-1桝 で イ∵ 迂軒 桁 や 卜上 代 ･:､S(､Ftnい‖ト ト ∴ 90% ハ

狭 窄 を 鼻 と め た が 声 そ の 他 の 症 例 は 冠 動 脈 に 狭 窄 を み と

め な か っ た や HT は , 高 血 圧 の 既 往 が あ りヲ 胸 痛 の 既 往

が な い 症 例 で , 堂 例 に 心 エ ニ望- 園 で 心 室 中 隔 ま た は 左 室

後 壁 壁 厚 が 信 認cm よ鳥 この 左 嚢 題巴太 を み と め た U 左 室 肥

大 は や 非 対 称 性 中 隔 肥 笹 望傍凱 対 称 性 率 隔 肥 厚 嶺例 で あ

る 小 金 例 に ト レ ッ ド ミル 護 餌 £エ ル ゴ メ - タ 川 魚 荷 試 験

を 施 行 し, 運 動 率 血 田三上 昇 で 廟 上 Lた 且例 , 運 動 中 根 を

低 下 で 中 止 Lた 逢例 亨 負 荷 不 十分 で あ ー二)た 2例 が あ っ た

が , SW 変 化 に 関 して は タ 陽 性 望例 亨 陰 性 望例 で あ bつ栄二書

嶺例 で (運 動 免 荷 不 十 分 で あ っ た 之伊;jを 含 む ) 運 動 免 荷

灘l耶 心 筋 シ ンノチ グ ラ ブ ィ M を 施 紹 L,ヲ 凝 滞 を み と め な

か っ た .

対 照 と Lで は , 冠 動 脈 造 影 ま た は 運 動 免 荷 部署耶 心 筋

シ ソ チ グ ラ フ で州 を 施 行 し, 輿 常 を 認 め な か っ た 5例

澗 後 且例 , 資 性 竣例 上 平 均 年 齢 40± 5才 を 薫∃い た (蔑

日 中 義 望に 心 エ コ 叩 図 で 計 測 した 各 群 の 心 室 中 隔 壁 厚 さ

左 室 後 壁 壁 厚 , 及 び そ の 平均 値 を 示 す ｡

患 者 を 仰 臥 位 と して 静 脈 ル --卜確 保 の うえ や 流言Tl望yr3m
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･卜.トし､再･分車tt.鳥'.∩,'二回 ::＼Illi' 丁(.

tJ,約1卜(号∴ /Jl守毒丹'】
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ii:高帖 亘盲- 再′】

里廿 (け】
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里廿 liJ../津ト lrE
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閑だ閲 見蝉 だ閲 訊静 し㍉両rりl HT
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図 1 I:)lPrhiLII川lt-1ぐtLli荷 LWri鉦 岬IIZj-;:U,:,･示∵仁

有虹を示 しているや20酌 没等後彰欄 の ピークの後y

5鎗磁軸 こぼぼ平衡値 をとるq 肺野の関心磯城

(I)こlrkLrrOund)で もiL一日∴LiT,1;i._〔守即J津'.]変･lLを 小

骨申銅頭の 20丑管見をこおけるそれぞれの 岬 も温故だカ

T⊥,1:｣､∴こ. 岡LT~守雄六郎 LlJAL):15度 ト 【二縦線部

りJ:i(:)60度1∴梢､I･.i-新二∴

7:I-･碑i;■~トL.予しハ】()分凍._王■l;-1分門片~T',~li..;'＼(卜15度十含

巨 ieJj｢･JrJr:.明 日日日巨圧 ､筋 li.･一h∴八′鋸像 Lゾ∴ 沃ト

L::㌔llip_vri【】:川1(-lt､(1.[)I;mhrkきて十十騒が .10mlに左ミ)._L

tLT)-17}後;∴再度 t･'u"1､1か11し'i-,37_:･静汗 し, ニト,'110分後Jニi･‖H'｣

し図 11･洲rn ut)tIlkl､rこItit-)言. (I.日riL< 法にて t-i(<l(･lt-

groulld 地理 トト纏､前呼中隔.[抑F:_.前壁, 卜練畢LTl

ハ比 .:･:仁∴､臣'l,･'/J･用い上･裾 Ey汀t,I,l上ll'車 W (,nt.rLrr

LSi…l州SZl.し､75ii(〕tf-ILl;lL･11t,rこ11 て∵ヰ∵ :J,仁′-で接続

し-/I til -;･､∴ ･7処理某距 ･･鉦 半製 Li(､intip;lt､2･100 .Jt

偏差.上目 1し.推計学的検討汗 t-tt､st.言上･守∴

il. 成 績

豆ヶ 窯駿的検討

汗 反こ(:J性充血

A,il.L血流 鼠こ上 1:-'･町 ii13Ly~潤子塞解除練直 信 r_I)…krl日仏,

ト丁~_凍 上 27ニト7Illltnin :_.;:(･ト濃J ド甘酢 巨 f_根 性 が t=j
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担3の成績では症例が少なく十分な検討はできなかったかぎ

11'11粧●リ半7I-1叶1､1日Hl;晶Lrこltiい∴ 目し'＼lm.Lパ▲:)

値でき紺照群より低値であった阜しかしその分布の範囲

∴壬∴､:･Jti上告二ン十∴症1′叫1.十 十･(lt_-h',rl(::∴1十TJii

号畑附し昌ri-日 日lい1.7･i(hm(,lt､().51Tll.拷lくゞ丹(.]Ei■i.･I

の冠痕L管抵抗を検討し/9冠血管予備能が低下Lノているこ

.i･_I:･寸i･･持 上'-･='.I-i:'･-＼＼~誠､ヨ､'tr∴∴LTlLLI'･相浦∴'互潮流

四三/左塞心願登農の間に-iEの相関があると報告している掛▲

肥大心では冠寮監抗血管の凝滞の醜予心肥大にみあう毛細

血管の発達不全,拡張末期圧_臣二界による血管外からのたま:

追号肥大心厳が覇する内因性の殿常などが考えられるサ

左室肥大例の運動負荷試験ではき左室肥大のみで陽性

となりうることが知られており23㌔運動負荷時のS甘

変化と,冠血管賢騰舵との関連を検討したす今回の少数

例の検討では声運動時ST変化を示す例で冠血管予備

艦が低い鰻向にあ--,え:が芦今後症例を増やして再検討す

る必要があると豊彦つれる.

剰司の窯験的検討により勾mipyTid挽陀主相星哲投を-噂の最

･し､√互帖1昌lTI∴ ":iI･TIl;骨∴､･∴目上､右上信~畑十㌦ 圧い.l~ri-

d汲fYm畳だ投与により冠胤管緊潅能の評鰯は芸可能であると
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予磯舵評髄をする場合李勲澱釈法やアルゴソ法が用いら

を一法で充分に着用であると磯えら鉦 非観血的にしか魁

局所の冠血流動態も評髄でき,今後機の疾患に屯艦長羽で

きる有用な検査法と考えに)れる.
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血管内投与で転着意の増加はふためなか--)紅 この事は
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レベルではejぎ厳太の弘毅蛸尊られることを索づけていたす

二 :uTlご守宜巨工rj項巨十 ユーl'1､1日いl;lli-､Ll､定揖畑､l(

およびHTの冠予備能を検討した.
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着意をこ低値であったォ濠た運動負荷灘ETi心筋シソ′チダ



Lltミ 粧畑し辛:さ紺詰 El～.I,1.uL!誉 弟1号 昭帖訂illl】

は 丙鎗布を示さなかった鮎こ比しき転に低値であ--)たR

日工.再寸侶'.ru/_巨､Y.再十日描出上し'~llr'1Tll】l-1こIkLゝ

rL･山日..'､ttU′結い7-､予言-.j･.仁
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vj高値であるもや対照群より低値であった々 また運動時
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鉦上よ針),実験的にmpy再d絶mOieをこよる巌太冠血

症例の冠循環釣果常が示瞭きれた･
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